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令
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
～

二
十
七
日
（
日
）
に
第
五
十
八
回
指
定
都
市

子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会
　
大
阪
大
会
が

森
ノ
宮
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
前

の
福
岡
大
会
が
延
期
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
十
二
の
政
令
指
定
都
市
の
子
ど
も
会

組
織
が
大
阪
に
参
集
し
、
現
在
の
子
ど
も
会

が
抱
え
る
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
、
お
互

い
の
意
見
や
情
報
を
共
有
・
交
換
し
、
相
互

の
組
織
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る
た
め
に
、

分
科
会
や
情
報
交
換
会
を
通
し
て
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

　
指
定
都
市
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会
は

大
阪
市
の
他
に
次
の
十
一
都
市
の
子
ど
も
会

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
札
幌
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

　
仙
台
市
子
ど
も
会
連
合
会

　
相
模
原
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
川
崎
市
子
ど
も
会
連
盟

　
横
浜
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
名
古
屋
市
子
ど
も
会
連
合
会

　
神
戸
市
子
ど
も
会
連
合
会

　
広
島
市
子
ど
も
会
連
合
会

　
北
九
州
市
子
ど
も
会
連
合
会

　
福
岡
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

　
熊
本
市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

　　
今
大
会
は
、「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
未
来

に
つ
な
げ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
都
市

型
子
ど
も
会
と
し
て
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
、
子
ど
も
会
会

員
の
増
加
を
図
る
た
め
の
魅
力
あ
る
子
ど
も

会
活
動
や
指
導
者
の
育
成
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
画
意
識
向
上
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
分
科
会
や
基

調
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
都
市
か
ら
は
六
十
七
名
の
役
員
・
育
成

者
が
大
阪
を
訪
れ
、
大
阪
市
の
各
区
子
連
の

育
成
者
百
三
十
一
名
に
運
営
に
参
加
・
協
力

を
い
た
だ
き
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
成
功
裏

に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
森
下
会
長
を
は
じ
め
大
会
運
営
実
行
委
員

会
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
回
、
開
催
都
市
は
仙
台
市
で
す
。

　
令
和
五
年
十
月
二
十
一
日
（
土
）
～

二
十
二
日
（
日
）
の
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

第
五
十
八
回

　指
定
都
市
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
阪
大
会

　開
催
さ
れ
る

第
五
十
八
回

　指
定
都
市
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
阪
大
会

　開
催
さ
れ
る
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一
日
目
（
十
一
月
二
十
六
日
【
土
】）

　
①
　
開
会
式
・
表
彰
式
（
午
後
一
時
～
）

大
阪
市
子
連
鼓
笛
隊
の
精
鋭
部
隊
の
演
奏
・

演
技
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

森
下
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
挨
拶

野
瀨
指
定
都
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
挨
拶

美
田
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
　
会
長
挨
拶

松
井
大
阪
市
長
（
代
読
　
山
本
副
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挨
拶

大
橋
大
阪
市
議
会
議
長
挨
拶
　
そ
の
後
各
都

市
の
育
成
者
・
団
体
の
表
彰
式
・
記
念
撮
影

会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
②
　
分
科
会
（
午
後
二
時
十
五
分
～
）

討
議
議
題

●
　
魅
力
的
な
活
動
・
行
事

●
　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

●
　
指
導
者
の
育
成
と
保
護
者
の
参
加

●
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り

●
　
会
員
の
募
集
・
広
報
・
発
信

を
共
通
テ
ー
マ
に
三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

各
分
科
会
内
で
テ
ー
マ
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
で

課
題
の
問
題
点
、
対
応
策
な
ど
が
討
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
③
　
地
区
推
進
研
究
会
（
　
同
　
）

　
指
定
都
市
子
ど
も
会
未
来
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
今
後
の
子
ど
も
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
討
議
さ
れ
、「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

育
成
」
が
基
礎
に
な
る
こ
と
が
確
認
・
協
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
④
　
情
報
交
換
会（
午
後
五
時
三
十
分
～
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
大
阪
市
天
王
寺
区

「
生
國
魂
神
社
　
獅
子
舞
社
中
」
の
獅
子
舞

で
参
加
者
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
賑
や
か

に
開
会
し
ま
し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
他
都
市
の
皆
さ
ん
と
の
情

報
交
換
の
話
が
弾
み
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
抽
選
会
が
行
わ
れ

大
阪
名
物
を
持
ち
帰
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
大
阪
締
め
」
を
覚
え
て
い
た
だ

き
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
（
十
一
月
二
十
七
日
【
日
】）

　
①
　
基
調
講
演
（
午
前
九
時
十
五
分
～
）

テ
ー
マ
・
講
師

「
地
域
の
中
で
子
ど
も
を
育
て
る
」

　
天
理
大
学
　
副
学
長
　
岡
田
　
龍
樹
氏

講
演
の
ポ
イ
ン
ト

・
大
人
が
主
導
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

中
心
に
展
開
す
る
子
ど
も
会
の
実
現
。

・
子
ど
も
、
保
護
者
、
教
師
の
方
に
子
ど
も

会
活
動
が
正
し
く
認
識
さ
れ
ず
、
正
当
な
評

価
が
得
ら
れ
な
い
現
状
。

・
行
政
の
一
元
化
。
子
ど
も
会
の
担
当
が
教

育
委
員
会
で
は
な
く
、
市
長
部
局
が
多
く
教

育
と
し
て
の
捉
え
方
が
弱
い
。

な
ど
の
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　
②
　
閉
会
式
（
午
前
十
時
四
十
分
～
）

野
瀨
指
定
都
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
挨
拶

次
回
開
催
都
市
　
仙
台
市
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
旗
引
継
ぎ

千
葉
仙
台
市
子
ど
も
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
挨
拶

森
下
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
挨
拶

　
最
後
に
「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
の

合
唱
、
閉
会
の
辞
に
て
閉
会
・
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

大
会
開
催
の
概
要
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令
和
四
年
十
月
三
十
日
（
日
）
大
阪

城
公
園
野
球
場
に
て
、「
第
六
十
回
大

阪
市
各
区
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋
晴
れ
の
清
々

し
い
晴
天
の
中
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

に
よ
っ
て
試
合
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
左
記
の
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

優
勝
　
　
鷺
洲
子
ど
も
会
鷺
洲
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
福
島
区
）

準
優
勝
　
北
田
辺
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
住
吉
区
）

三
位
　
　
加
賀
屋
連
合   

（
住
之
江
区
）

　
　
　
　
東
小
橋
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
成
区
）

Ｍ
Ｖ
Ｐ
　
小
泉
日
乃
さ
ん
　（
福
島
区
）

　
見
応
え
あ
る
、
白
熱
し
た
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に

選
ば
れ
た
小
泉
日
乃
さ
ん
（
福
島
区
）

の
力
強
く
ス
マ
ー
ト
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
が

素
晴
ら
し
く
印
象
的
で
し
た
。

　
決
勝
戦
も
終
わ
り
閉
会
式
の
頃
に
は
、

辺
り
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

長
時
間
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
心
か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

優勝　鷺洲子ども会鷺洲 JSBC（福島区）

準優勝　北田辺子ども会（東住吉区）

三位　加賀屋連合（住之江区）

三位　東小橋レッドスターズ
（東成区）

第
六
十
回
　
大
阪
市
各
区
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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令
和
四
年
十
一
月
六
日
（
日
）
西
淀

川
区
中
島
公
園
内
広
場
・
多
目
的
広
場

に
て
、

「
第
四
十
九
回
大
阪
市
各
区
子
ど
も
会

対
抗
親
善
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
各
区
の
予
選
を
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
十
六
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

秋
晴
れ
の
中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

思
う
存
分
に
発
揮
し
、
優
勝
を
目
指
し

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
様
々
な
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
左
記

の
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

優
勝
　
　
玉
川
連
合
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
福
島
区
）

準
優
勝
　
波
市
Ｋ
・
Ｂ
・
Ｃ   

（
港
区
）

三
位
　
　
中
央
ガ
ー
ル
ズ   

（
中
央
区
）

　
　
　
　
九
条
北
子
ど
も
会   

（
西
区
）

Ｍ
Ｖ
Ｐ
　
真
藤
仁
奈
さ
ん   

（
福
島
区
）

　
ど
の
チ
ー
ム
も
一
生
懸
命
に
プ
レ
ー

し
、
試
合
後
の
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は

勝
敗
に
関
係
な
く
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
は

真
藤
仁
奈
さ
ん
（
福
島
区
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
各
区
か
ら
応

援
に
駆
け
つ
け
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
っ
た
関
係
者
や
保
護
者
の
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
四
十
九
回
　
大
阪
市
各
区
対
抗
親
善
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

優勝　玉川連合子ども会（福島区）

準優勝　波市 K・B・C（港区）

三位　中央ガールズ（中央区）

三位　九条北子ども会（西区）
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令
和
四
年
十
一
月
十
三
日
（
日
）
あ
い

に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
此
花
区
の
ク
レ

オ
大
阪
西
・
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

「〝
み
ん
な
の
鼓
笛
隊
〟
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

秋
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
間
の
中
止
、
各
分
隊

の
練
習
も
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
つ
ら
い

状
況
を
乗
り
越
え
、
三
年
ぶ
り
に
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
度
は
六
分
隊
（
合
同
演
技
あ
り
）
の

ス
テ
ー
ジ
で
す
。

　
ま
ず
、
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
の
は
、
野
里

子
ど
も
会
鼓
笛
隊
（
第
18
分
隊
）
で
す
。

観
客
も
少
し
緊
張
し
て
い
る
中
、
ホ
ー
ル

一
杯
に
響
き
渡
る
音
色
で
一
気
に
雰
囲
気

が
変
わ
っ
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後

は
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
引
き
込
ま

れ
、
ラ
ス
ト
の
「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」
は

し
っ
と
り
と
聴
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
二
番
手
は
西
区
子
ど
も
会
連
合
協
議
会

鼓
笛
隊
（
第
11
分
隊
）
で
す
。

　「
ひ
ま
わ
り
の
約
束
」
か
ら
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
の
心
も
大
人
た
ち
の
心
も

し
っ
か
り
掴
み
、「
さ
ん
ぽ
」
で
は
思
わ

ず
足
踏
み
を
し
た
く
な
る
様
な
楽
し
い
気

分
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
三
番
手
は
中
央
区
子
ど
も
会
育
成
連
合

協
議
会
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
笛
（
第
１
分
隊
）

で
す
。
大
人
世
代
が
喜
ぶ
選
曲
に
は
、
思

わ
ず
口
ず
さ
ん
で
し
ま
う
程
。

　
ま
た
、
演
奏
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
チ
ア

の
可
愛
さ
に
目
が
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
四
番
手
は
北
田
辺
鼓
笛
隊
（
第
５
分

隊
）・
南
住
吉
三
丁
目
子
ど
も
会
鼓
笛
隊

（
第
６
分
隊
）
合
同
チ
ー
ム
で
す
。

　
チ
ア
と
一
体
の
「
ハ
イ
ホ
ー
」
は
本
当

に
楽
し
く
、
ま
る
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ワ
ン

シ
ー
ン
を
思
い
出
さ
せ
る
演
奏
で
し
た
。

　「
ド
レ
ミ
の
う
た
」
で
は
、
素
晴
ら
し

い
バ
ト
ン
の
技
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
子

ど
も
た
ち
の
日
々
の
努
力
の
成
果
だ
と
感

心
い
た
し
ま
し
た
。

　
ラ
ス
ト
を
締
め
た
の
が
、
緑
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
（
第
17
分
隊
）
で
す
。

　「
宝
島
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
わ
く
わ

く
度
は
ア
ッ
プ
で
す
。
そ
し
て
期
待
を
裏

切
ら
な
い
チ
ア
と
バ
ト
ン
と
可
愛
い
ポ
ン

ポ
ン
は
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
鼓
笛
隊
大
会

は
、
子
ど
も
た
ち
と
観
客
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
の
中
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
出
場
団
体
の
子
ど
も
た
ち
、
指
導
者
を

は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心

に
大
好
き
な
鼓
笛
・
チ
ア
を
続
け
て
い
け

る
環
境
作
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
六
十
回
　
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

第
六
十
回
　
大
阪
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

　〝
み
ん
な
の
鼓
笛
隊

　〝
み
ん
な
の
鼓
笛
隊
〟〟　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
秋
ま
つ
り

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
秋
ま
つ
り

西区子ども会連合協議会鼓笛隊
（第 11分隊）

北田辺鼓笛隊（第５分隊）
南住吉三丁目子ども会（第６分隊）

野里子ども会鼓笛隊（第 18分隊）

緑マーチングバンド（第 17分隊）

中央区子ども会育成連合協議会
トランペット鼓笛（第１分隊）
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令
和
五
年
一
月
二
十
九
日
（
日
）

　
な
に
わ
の
み
や
ホ
ー
ル
に
て
「
子
ど
も

会
活
動
に
お
け
る
ケ
ガ
の
予
防
」
を
テ
ー
マ

に
安
全
普
及
啓
発
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
習
は
森
ノ
宮
医
療
大
学
の
鍋
田
教
授
、

宮
武
講
師
を
お
迎
え
し
、
お
話
、
実
技
を

ご
教
授
頂
き
ま
し
た
。

　
講
習
内
容
と
し
て
は
、
大
人
と
子
ど
も

と
は
骨
の
形
成
が
違
う
こ
と
や
、
子
ど
も

が
痛
み
を
感
じ
な
い
骨
折
に
気
が
付
か
ず
、

成
長
後
の
骨
の
形
成
に
影
響
を
与
え
る
な

ど
で
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
事
態
に
陥
ら

な
い
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
す
る
前
の

ス
ト
レ
ッ
チ
の
大
切
さ
や
家
庭
に
お
け
る

体
調
管
理
や
本
人
の
持
続
的
な
努
力
な
ど

も
必
要
と
、
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
大
阪
市
子
連
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
中
心
に
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
際
の
手
指
部
の
ケ
ガ
が
多
く
、

今
回
の
講
習
内
容
が
子
ど
も
会
の
実
情
に

沿
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
実

技
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を

今
後
の
子
ど
も
会
活
動
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
講
師
の
鍋
田
先

生
、
宮
武
先
生
　
分
か
り
や
す
い
講
習
・

実
技
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
二
月
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
な
に
わ
の
み
や
ホ
ー
ル

「
子
ど
も
会
活
動
で
の
事
故
を
防
ご
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講
師
に
大
阪
大
学
大

学
院
人
間
化
学
研
究
科
特
任
研
究
員
岡 

真
裕
美
　
先
生
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
穏
や
か
に
見
え
る
川
の
中
で
の
水
難
事

故
で
親
族
を
亡
く
さ
れ
た
過
去
を
私
た
ち

に
淡
々
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
故
が
起
き
て
、
い
い
こ
と
は
一
つ
も

な
い
と
い
う
教
訓
、
人
命
救
助
が
美
談
化

さ
れ
語
ら
れ
、
肝
心
な
そ
の
後
の
予
防
に

繋
が
ら
な
い
と
い
う
現
実
な
ど
、
と
て
も

分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
リ
ス
ク
を
小
さ
く
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
子

ど
も
会
活
動
に
活
か
せ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
全
て
に
お
い
て
安
全
で
は
な
い
。
人
は

ミ
ス
を
す
る
、
物
は
壊
れ
る
と
念
頭
に
心

が
け
て
お
け
ば
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
へ
の

危
険
も
回
避
で
き
る
の
で
は
？
と
い
う
提

案
は
正
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

「『
気
を
つ
け
て
！
』『
前
に
も
言
っ
た
で

し
ょ
！
』
で
は
子
ど
も
に
通
じ
て
い
な
い
」

は
、
現
在
子
育
て
を
し
て
い
る
私
に
は
最

も
納
得
で
し
た
。

　
ご
自
身
の
辛
い
経
験
か
ら
学
ば
れ
た
、

い
ろ
い
ろ
な
事
案
と
多
く
の
事
例
を
、
私

た
ち
に
啓
発
し
て
い
た
だ
け
た
事
を
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
中
央
研
修
に
先
立
ち
、
同
日
・
同
会
場

に
て
市
子
連
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
度
は
個
人
の
部
で
、
表
彰
者

六
名
、
配
偶
者
五
名
の
表
彰
式
で
す
。
長

年
の
子
ど
も
会
活
動
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝

し
、
皆
で
讃
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
頂
き
、

子
ど
も
会
活
動
へ
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
表
彰
者
　
　
　
配
偶
者

都
島
区
　
伊
藤
早
苗
さ
ん
　
禎
彦
さ
ん

此
花
区
　
岸
ち
ず
子
さ
ん
　
幸
啓
さ
ん

中
央
区
　
神
田
裕
介
さ
ん

淀
川
区
　
濵
田
佳
実
さ
ん
　
ま
ゆ
み
さ
ん

旭
　
区
　
中
尾
　
喬
さ
ん
　
光
子
さ
ん

住
之
江
区
　
森
脇
義
雅
さ
ん
　
直
美
さ
ん

安
全
普
及
啓
発
講
習
会

大
阪
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
協
議
会
表
彰
式

市
子
連
　
中
央
研
修
大
会
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令
和
五
年
三
月
五
日
（
日
）

阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て

第
四
十
回

こ
ど
も
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
エ
イ
サ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

調
、
ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類

に
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
素
敵
な
唄
声
！

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
、
全
て
を
出

し
切
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
楽
し
ん
で
い

る
様
子
に
、
大
人
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　
今
回
は
八
区
の
参
加
で
し
た
が
、
ど
の

区
も
個
性
豊
か
で
、
特
徴
が
発
揮
さ
れ
本

当
に
楽
し
い
文
化
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

最
優
秀
賞
　
緑
連
合
子
ど
も
会
（
鶴
見
区
）

優
秀
賞
　
　
南
小
学
校
下
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
央
区
）

優
秀
賞
　
　
住
之
江
校
下
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
住
之
江
区
）

　
ま
た
、
七
区
が
参
加
し
た
作
品
展
は
、

審
査
の
結
果
　
住
之
江
区
子
ど
も
会
育
成

連
合
協
議
会
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
二
十
四
区
の
す
べ
て
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
の
素
敵
な
文
化
祭
に
参
加
し

「
挑
戦
」
と
「
経
験
」
の
場
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
四
十
回
　
こ
ど
も
文
化
祭

第
四
十
回
　
こ
ど
も
文
化
祭

最優秀賞　緑連合子ども会（鶴見区）

優秀賞　住之江校下子ども会（住之江区）

優秀賞　南小学校下子ども会（中央区）

作品展最優秀賞　住之江区

特別出演　鼓笛隊第11分隊
西区子ども会鼓笛隊



8

此
花
区

＊
し
ま
キ
ッ
ズ
子
供
会

天
王
寺
区

＊
桃
陽
連
合
子
ど
も
会

＊
真
田
山
子
供
会

＊
生
魂
子
ど
も
会

＊
四
恩
子
ど
も
会

＊
楞
厳
寺
子
ど
も
会

＊
五
条
子
ど
も
会

西
淀
川
区

＊
奥
代
子
ど
も
会

＊
御
幣
島
東
子
ど
も
会

東
淀
川
区

＊
井
高
野
連
合
子
ど
も
会

＊
新
庄
連
合
子
供
会

旭
区

＊
城
北
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

＊
中
宮
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

鶴
見
区

＊
緑
校
下
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

＊
や
け
の
子
ど
も
会

＊
鶴
見
連
合
子
ど
も
会

＊
横
堤
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

＊
榎
本
第
13
子
ど
も
育
成
会

＊
榎
本
第
21
振
興
町
会
子
ど
も
会

＊
榎
本
第
２
子
ど
も
会

＊
榎
本
第
５
子
ど
も
会

＊
榎
本
子
ど
も
２
町
会
育
成
会

＊
今
津
連
合
子
ど
も
育
成
会

＊
鶴
見
北
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

住
之
江
区

＊
御
崎
北
町
子
ど
も
会

＊
御
崎
４
丁
目
子
ど
も
会

＊
浜
口
西
二
丁
目

＊
御
崎
３
丁
目
子
ど
も
会

＊
加
賀
屋
校
下
連
合
子
ど
も
会

＊
高
灯
籠
子
供
会

＊
新
西
三
子
ど
も
会

＊
浜
口
こ
ど
も
会

＊
西
三
子
ど
も
会

＊
二
西
子
供
会

＊
粉
浜
子
ど
も
会
（
三
西
）

＊
粉
浜
子
ど
も
会
（
西
二
中
）

＊
安
立
ビ
ク
ト
リ
ー
子
ど
も
会

＊
新
北
島
た
け
の
こ

＊
な
か
よ
し

＊
わ
か
ば
子
ど
も
会

東
住
吉
区

＊
今
川
連
合
子
ど
も
会

平
野
区

＊
背
戸
口
東
二
部
町
会
子
ど
も
会

＊
背
戸
口
南
町
会
子
ど
も
会

＊
平
野
西
一
部
町
会
子
ど
も
会

＊
平
野
西
二
部
町
会
子
ど
も
会

＊
平
野
西
三
部
町
会
子
ど
も
会

＊
平
野
西
町
会
子
ど
も
会

西
成
区

＊
玉
出
子
ど
も
会

編 集 後 記

　コロナ禍もようやく落ち着きを見せ始

めた中、令和４年度後半は指定都市大

会をはじめ各市子連行事が無事に開催

されました。

　「いくせい 98 号」も行事記事で盛り

沢山になりました。

　ご協力ありがとうございました。

市子連　広報調査部

令
和
四
年
度
　
八
月
八
日
　
子
ど
も
会
の
日
　
清
掃
活
動
　
参
加
子
ど
も
会

ありがとうございました！ありがとうございました！


